
ICTを活用したよりよい学習環境のために

情報モラル・セキュリティとは、インターネッ
ト上で、みんなが安心・安全に使うためのマ
ナーやルールのことです。個人の ID やパス
ワードを安易に教えない、不審なメールは開
かないなどのルールと合わせ、下記のマナー
を守って子どもたちが安心・安全に使ってい
けるようにします。

市内全小・中学校に週１回程度「ＩＣＴ支援員」
を配置しています。子どもたちは、タブレット
ＰＣの使い方を教わったり、トラブルの際にす
ぐ対応してもらえたりしています。また、先生
は、授業での活用法の研修を受けたり、操作
技術の相談に乗ってもらえたりするため、効果
的な活用が進んでいます。

各学校における
情報モラル教育の充実

情報モラル
・個人情報の書き込みしない　　　
・許可なく写真をネット上にのせない
・ネット内での悪口などのいじめに
  つながる書き込みをしない
・あやしいサイトへのアクセスをしない
　　　　　　　　　　　　　　など

ＩＣＴ支援員からのサポート

情報モラル・セキュリティ ICT支援員による
授業サポート体制

    常陸太田市の
GIGAスクール構想
1人1台タブレットPCとWi-Fi環境を整えることで、子ども1人1人の
学習状況に応じた学びを目指す国の施策です。今や、仕事でも家庭
でも、社会のあらゆる場所でICTの活用が日常のものとなっていま
す。学校においても、タブレットPCを鉛筆やノートと同じような文房
具として使えるように、これからも学びの充実を図っていきます。

GIGAスクール構想とは…

進む
◆問：指導室（内線561）

特 集 2
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家庭におけるICTの活用 ～家庭と学校をつなぐ～
９月の自宅学習期間では、中学校や小学
校高学年を中心にタブレットＰＣを使って
学校と家庭をつなぎ、オンライン授業を実
施しました。これからも ICT 環境の充実
を図りながら学校と家庭がつながること
で、子どもたちの学びを保障し、効果的
な活用に向け、工夫していきます。

自分の考えをみん
なに分かってもら
うために、電子黒
板を使って説明し
ています。

デジタル教科書（教
師用）を電子黒板
に提示することで、
より分かりやすい解
説ができます。

学校におけるICTの活用

デジタル教科書と電子黒板

遠隔教育実証研究校として、瑞竜中
と峰山中では、英語科の専門性に優
れたスペシャリスト教員による授業配
信を行っています。

《瑞竜中・峰山中》
遠隔教育システムによるオンライン授業

観察したり、記録・
録画したりして、課
題の解決に生かし
ています。

タブレットＰＣを使っ
て調べたことを話し
合います。

タブレットＰＣの授業での活用場面

今年度、英語検定対応 AIアプリ『English 
４skills』を市内中学校全生徒タブレット PC
に導入し、学校でも自宅でも、いつでも英
語学習ができるサポートをしています。

AI学習ツール
「English ４skills」の授業での活用

15



消防本部消防課（73-1194）問 備えあれば
憂いなし！我が家の防災

トラッキング現象による火災に注意しましょう

●使用しないときは、コンセントからプラグを抜く。
●冷蔵庫など常時通電している機器は、時々プラグを抜いて乾燥布で拭き取る。
●大掃除などの機会に、清掃など確認を行う。
●トラッキング防止加工された電気コードやプラグにホコリが溜まらないカバーなどを使用する。

トラッキング現象とは、コンセントと差込プラグの間にホコリ等が付着し、付着したホコリ等に湿気が帯び、
通電する現象のことです。コンセントに差込プラグを長時間差し込んだ状態にしておくと、

トラッキング現象により火災になることがあります。

ホコリに湿気などの水分が付着すると２本の金
属差し刃の間で電気が流れ、トラッキング現
象が発生します。

金属の差し刃
ホコリが

溜まってい
たら

危険です!!

トラッキング現象による火災の防止策

トラッキング防止加工が
された電気コードの一例 トラッキング防止用プラグカバーの一例

電気店や
ホームセンター等で
販売されてます。

16
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INFORMATION
事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

「
ど
ん
な
も
の
で
も
い
い
か
ら
女
性
用
衣
類
を
売
っ
て

ほ
し
い
」
と
女
性
か
ら
電
話
が
あ
り
、
来
訪
を
承
諾
し
た
。
後
日
男
性

が
来
訪
し
た
の
で
着
物
類
を
見
せ
た
が
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
金
貨
は
な

い
か
」
と
せ
か
さ
れ
、
慌
て
て
叔
母
の
形
見
や
亡
夫
か
ら
も
ら
っ
た
指

輪
な
ど
の
貴
金
属
を
出
し
た
。
す
る
と
合
計
１
２
０
０
円
の
明
細
書
と

お
金
を
渡
さ
れ
、
物
品
を
持
ち
帰
ら
れ
た
。
貴
金
属
を
出
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
。
取
り
戻
し
た
い
。

買
い
取
り
事
業
者
が
、
事
前
に
買
い
取
り
を
承
諾
し
て
い

な
い
物
品
を
突
然
売
る
よ
う
に
要
求
し
た
り
、
消
費
者
の

自
宅
を
突
然
訪
問
し
て
勧
誘
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
売
る
つ
も
り
の
な
い
貴
金
属
等
の
売
却
を
迫
ら
れ
て
も
、
物
品
を

見
せ
ず
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
買
い
取
り
業
者
の
訪
問
を
受
け

る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け一人
で
対
応
せ
ず
、
信
頼
で
き
る
人
に
同
席

し
て
も
ら
い
、
必
ず
契
約
書
を
受
け
取
り
、
買
い
取
り
業
者
の
名
称
や

連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
用
品
買
い
取
り
の
は
ず
が
貴
金
属
を
買
い
取
ら
れ
た
！

エコミュージアム通信 文化課（☎72-3201）
元
金
砂
神
社
は
大
同
元
（
8
0
6
）

年
に
創
祀
し
た
歴
史
あ
る
神
社
で
す
。

一説
に
よ
る
と
、
宝
珠
上
人
が
現
在
の

滋
賀
県
の
日
吉
山
王
権
現
を
遷
し
て

祭
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
、
石
段
を
登
り
切
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
海
が
見
え
、
遠
く
か

ら
も
参
拝
者
が
来
て
い
た
そ
う
で
す
。

東
金
砂
神
社
と
西
金
砂
神
社
は
、
こ

ち
ら
の
元
金
砂
神
社
か
ら
派
生
し
た

も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
小
祭
礼
で

は
元
金
砂
神
社
が
鎮
座
す
る
山
に
向

か
っ
て
礼
拝
を
し
て
い
ま
す
。

例
祭
は
年
２
回
あ
り
、
春
と
秋
に
氏

子
総
代
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
２
月
に
、
樹
齢
千
年
を
超
え

る
と
さ
れ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
御
神
木
が

今
月
は
千
寿
町

ちょっと
寄り道

元
金
砂
神
社強

風
に
よ
り
倒
れ
、
拝
殿
を
直
撃
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
氏
子
や
町
内

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
６
月
に

は
見
事
拝
殿
を
再
建
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
倒
れ
て
し
ま
っ
た
御
神

木
か
ら
は
、
新
し
い
芽
が
育
ち
は
じ

め
、
私
た
ち
へ
力
強
く
温
か
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
元
金
砂
神
社
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

紹介者 櫻井 敏美さん
千寿町

元金砂神社
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休

休

年末年始の休館・休業日について

29日（水）28日（火） 30日（木）31日（金） 1日（土） 2日（日） 3日（月） 4日（火）
12月 1月

市役所本庁・各支所

保健センター（73‐１２１２）

図書館（72‐５５５５）

郷土資料館梅津会館（72‐３２０１）

生涯学習センター（72‐８８８８）

交流センターふじ（76‐２２２１）

水府総合センター（85‐０１４２）

里美文化センター（82‐２２０４）

春友手づくり工芸センター（78‐０９４０）

工芸交流センター（76‐１８８０）

郷土文化保存伝習施設（85‐０６７８）

パルティホール（73‐１２３４）

清掃センター（72‐３３１６）【収集】

清掃センター（72‐３３１６）【持込】

クリーンセンター（72‐３３１６）

里美クリーンセンター（同上）

市営斎場（72‐０９９８）

里美斎場（70‐７０８１）

太田温泉やまぶきの湯（総合福祉会館内72‐２１１１）

西金砂湯けむりの郷金砂の湯（76‐９９１９）

水府ふるさとセンター竜っちゃん乃湯（87‐０５４３）

里美温泉保養センターぬく森の湯（82‐３３６６）

山吹運動公園（72‐６５１０）

白羽スポーツ広場（72‐８５００）

大里ふれあい広場（76‐３１３１）

里美運動公園（72-6510）

水府海洋センター（85‐１３１１）

春友テニスコート（72-6510）

温水プール（80-6556）

市民バス・乗合タクシー（企画課／内線３１２）

施設等

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休 ＊1月7日（金）まで休館



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。
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東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
埋
設
管
等

設
置
工
事
に
伴
い
内
堀
町
東
交
差
点
〜

パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
入
口
交
差
点
の
市
道
の

一部
を
８
月
18
日
か
ら
全
面
通
行
止
め
と

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り
解

除
と
な
り
ま
す
。
通
行
止
め
期
間
中
は
、

迂
回
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
解
除
日
時
：
12
月
28
日
（
火
）
午
後

１
時
（
予
定
）

◆
問
：
都
市
計
画
課
区
画
整
理
推
進
室

（
内
線
２
２
６
・
２
３
６
）

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
が
所
有

し
て
い
る
次
の
よ
う
な
償
却
資
産
は
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
課
税
対
象
と
な
る
償
却
資
産
：
令
和

４
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
会
社

や
個
人
の
方
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・
備
品

等
の
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車
等
、

す
で
に
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は

除
く
）

◆
申
告
期
限：令
和
４
年
１
月
31
日（
月
）

◆
申
告
方
法
：
申
告
先
に
備
え
付
け
の

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
・
電
子
申
告

で
も
可
）。

＊
継
続
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の

方
に
は
、
12
月
末
ま
で
に
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
。

◆
申
・
問
：
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

２
０
７
・
２
０
８
）

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現
在
土

地
や
家
屋
等
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
固
定
資
産
に
次
の
よ
う
な
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
提
出
書
類
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◆
住
宅
を
新
築
し
た
と
き

○
提
出
書
類
：
家
屋
減
額
申
告
書

○
内
容
：
課
税
年
度
か
ら
３
年
度
分
（
認

定
長
期
優
良
住
宅
に
つ
い
て
は
５
年
度

分
）、
そ
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

＊
住
宅
を
新
築
し
た
土
地
が
住
宅
用
地

の
場
合
、
住
宅
用
地
申
告
書
の
提
出
に

よ
り
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
家
屋
の
実
地
調
査
が
済

ん
で
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

○
提
出
書
類
：
家
屋
滅
失
届

○
内
容
：
提
出
の
な
い
場
合
、
取
り
壊

し
た
家
屋
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、
次

年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き

○
提
出
書
類
：
相
続
人
代
表
者
指
定
届

○
内
容
：
相
続
人
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、

納
税
の
代
表
者
を
指
定
す
る
た
め
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

◆
納
税
者
を
変
え
る
と
き

○
提
出
書
類
：
納
税
管
理
人
申
告
書

○
内
容
：
所
有
者
が
市
外
へ
転
出
す
る

な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
所
有
者
に
代
わ
っ

て
納
税
す
る
方
を
指
定
す
る
場
合
な
ど

に
必
要
で
す
。

◆
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

○
提
出
書
類
：
家
屋
所
有
者
変
更
申
請

書○
内
容
：
法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い
な

い
家
屋
の
所
有
者
が
、
売
買
、
相
続
な

ど
に
よ
り
変
わ
っ
た
場
合
、
提
出
を
し
な

い
と
次
年
度
以
降
も
前
の
所
有
者
の
ま

ま
課
税
さ
れ
ま
す
。

◆
提
出
方
法
：
税
務
課
お
よ
び
各
支
所

に
備
え
付
け
の
申
告
書
等
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
告
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他
：
物
置
等
を
新
築
し
た
と
き

や
住
宅
を
増
築
し
た
と
き
、
土
地
の
地

目
（
利
用
状
況
）
を
変
更
し
た
と
き
、

相
続
放
棄
を
し
た
と
き
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

２
０
７
・
２
０
８
）

内
堀
町
東
交
差
点
〜

パ
ル
ティ
ホ
ー
ル
入
口
交
差
点

市
道
全
面
通
行
止
め
の
解
除

固
定
資
産
の
異
動
届
等
は

お
済
み
で
す
か

償
却
資
産
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
就
労
な
ど

に
よ
り
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
を
対
象
に
、
適
切
な
遊
び
や
生
活

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
令
和
4
年

度
に
入
級
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
込
受

付
を
行
い
ま
す
。児童クラブ名 場所(予定) 定員

おおた 太田小余裕教室 70

はたそめ クラブ専用施設 60

みねやま クラブ専用施設等 110

ほんだ 誉田小余裕教室 36

児童クラブ名 場所(予定) 定員

せや 世矢小余裕教室 36

かなさごう クラブ専用施設等 143

すいふ 水府総合センター内 40

さとみ 旧里美幼稚園 40

【
太
田
さ
く
ら
学
童
ク
ラ
ブ
】

○
時
間
：
下
校
時
〜
午
後
８
時

○
場
所
：
太
田
さ
く
ら
認
定
こ
ど
も
園
内

（
中
城
町
）

○
対
象：太
田
小・機
初
小
学
校
児
童（
各

全
学
年
）　

○
定
員
：
60
人

＊
送
迎
が
利
用
で
き
ま
す
。

＊
令
和
４
年
３
月
上
旬
に
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
後
日
文
書
郵
送
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
愛
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
】

○
時
間
：
下
校
時
〜
午
後
7
時　

○
場
所
：
愛
保
育
園
内
（
稲
木
町
）

○
対
象
：
太
田
小
・
機
初
小
・
峰
山
小

学
校
児
童
（
各
全
学
年
）

○
定
員
：
50
人

＊
説
明
会
を
令
和
４
年
１
月
14
日
（
金
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
愛
保
育
園
で
行
い

ま
す
。

【
こ
ど
も
の
里
学
童
ク
ラ
ブ
】

○
時
間
：
下
校
時
〜
午
後
７
時

○
場
所
：
レ
ス
ト
ラ
ン　
ラ
・ヴ
ェ
ル
デ

駐
車
場
敷
地
内
（
三
才
町
）

○
対
象：機
初
小・太
田
小
学
校
児
童（
各

全
学
年
）

◆
開
設
期
間
：
令
和
４
年
４
月
１
日
〜

令
和
５
年
３
月
31
日

◆
開
設
日
お
よ
び
時
間
：

○
学
校
の
授
業
日
（
月
〜
金
曜
日
）
…

下
校
時
〜
午
後
６
時
30
分

○
学
校
行
事
の
振
替
休
日
、
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
業
日
等
（
月
〜
金
曜
日
）

…
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

○
土
曜
日
…
午
前
８
時
〜
午
後
６
時　

＊
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
等
は
開

設
し
ま
せ
ん
。

◆
利
用
料
金
：
月
額
５
千
円

＊
夏
休
み
（
７
月
21
日
〜
８
月
31
日
）

の
み
の
利
用
は
１
万
４
千
円
。

＊
土
曜
日
に
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途

５
０
０
円
（
日
額
）
を
加
算
し
ま
す
。

＊
ひ
と
り
親
家
庭
で一定
所
得
以
下
の
場

合
、
利
用
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
（
減
額

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）。

◆
対
象
：
各
小
学
校
に
通
う
１
〜
６
年

生
の
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
。

○
保
護
者
が
自
宅
外
勤
務
の
た
め
昼
間

の
時
間
に
常
時
留
守
家
庭
と
な
り
、
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○
保
護
者
が
疾
病
や
出
産
、
病
人
等
の

看
護
に
よ
り
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合　
な
ど

＊
保
護
者
以
外
の
同
居
親
族
が
保
育
で

き
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
期
間：令
和
４
年
１
月
４
日（
火
）

〜
18
日
（
火
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
ま
た
は
各
児
童

ク
ラ
ブ
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
就
労
証
明
書
（
就
労

証
明
書
は
入
級
を
希
望
す
る
児
童
の
同

居
家
族
で
働
い
て
い
る
方
全
員
分
〈
父
・

母
・
祖
父
母
等
〉）
を
添
付
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他
：
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

低
学
年
等
を
優
先
し
て
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
申
・
問
：
子
ど
も
福
祉
課
子
ど
も
家

庭
係
（
内
線
１
６
１
）
／
各
支
所
／
各

児
童
ク
ラ
ブ
（
更
新
の
方
の
み
）

令
和
4
年
度
公
立
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
入
級
児
童
募
集

令
和
４
年
度
民
間
学
童
ク
ラ
ブ

入
級
児
童
募
集



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。
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◆
と
き
：
令
和
４
年
１
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分
（
受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
）

◆
と
こ
ろ
：
山
吹
運
動
公
園
野
球
場

＊
雨
天
時
は
山
吹
運
動
公
園
市
民
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

◆
対
象
：
市
内
お
よ
び
近
郊
在
住
の
小

学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

＊
初
心
者
大
歓
迎

◆
服
装
・
持
参
す
る
物
：
運
動
の
で
き

る
服
装
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
グ
ロ
ー
ブ
・

硬
式
用
バ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
る
方
）、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
（
雨
天
時
）

◆
参
加
料
：
無
料

◆
講
師
：
日
立
製
作
所
野
球
部
員

◆
申
込
方
法
：
当
日
、
受
付
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
常
陸
太
田
中
学
硬
式
野
球
倶
楽

部
事
務
局　
熊
田
（
０
９
０
‐
４
２
４
６

‐
１
１
１
６
）

＊
市
関
係
課
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

◆
と
き
：
令
和
４
年
１
月
６
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前

９
時
30
分
〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議

室◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物 

：
年
金
関
係
の
書
類

（
年
金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の

種
類
・
加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

○
定
員
：
30
人

＊
送
迎
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
学
童
ク
ラ
ブ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｉ（
こ
も

れ
び
）】

〇
時
間
：
下
校
時
〜
午
後
7
時

＊
土
曜
・
祝
日
預
り
あ
り

〇
場
所
：
ゆ
め
い
ろ
保
育
園
敷
地
内
建

屋
（
寿
町
）

〇
対
象
：
太
田
小
・
機
初
小
・
峰
山
小

学
校
児
童
（
各
全
学
年
）・
そ
の
他
（
要

相
談
）

〇
定
員
：
34
人

＊
太
田
小
徒
歩
お
迎
え
、
そ
の
他
車
両

で
の
お
迎
え
あ
り
。

＊
令
和
4
年
3
月
上
旬
に
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
後
日
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
：
随
時

◆
そ
の
他
：
対
象
以
外
の
小
学
校
の
児

童
で
入
級
を
希
望
す
る
方
は
、
各
児
童

ク
ラ
ブ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
夏
休
み

な
ど
の
長
期
休
業
時
は
市
内
の
全
小
学

校
の
児
童
が
対
象
に
な
り
ま
す
（
保
護

者
の
送
迎
が
必
要
で
す
）。

＊
利
用
料
金
等
、
詳
細
は
各
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問 

：
太
田
さ
く
ら
学
童
ク
ラ
ブ

…
（
社
福
）
聖
愛
会
（
33
‐
７
１
１
１
）

／
愛
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
…
（
社
福
）

仁
川
会
（
０
８
０‐７
７
７
３‐８
８
４
９
）

／
こ
ど
も
の
里
学
童
ク
ラ
ブ
…
（一社
）

こ
ど
も
の
里
（
72
‐
７
３
０
５
、
０
９
０

‐
２
６
５
１
‐
０
０
２
７
〈
石
井
〉）
／

学
童
ク
ラ
ブ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
…
ゆ
め

い
ろ
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
K
O
M
O
R
E

B
I
開
設
準
備
担
当
者 

：  

石
川
（ 

85

‐
８
７
１
１
）

＊
市
関
係
課
：
子
ど
も
福
祉
課

野
球
教
室
を
開
催
し
ま
す

年
金
相
談



大切なご家族の方がお亡くなりになると、さまざまな手続きが必要になります。
ご遺族の不安や負担を少しでも軽減できるよう、ご家族が亡くなった後の手
続きを支援する「おくやみ窓口」を12月１日から開設しました。利用を希望さ
れる方は、事前に予約の上、ご来庁ください。

死亡届出後の市役所での手続きが、1つの場所でできる窓口です。関係する
課の職員が順次おくやみ窓口に出向くことで、ご遺族が窓口を移動すること
なく手続きの多くを完了させることができます。

◆おくやみ窓口とは

◆場所：本庁舎１階 おくやみ窓口（市民課脇）

◆対象：死亡時に市内に住民登録があった方のご遺族

◆時間：❶午前９時～  ❷午前10時30分～  ❸午後１時30分～  ❹午後３時30分～

◆定員：１日４組

◆申込方法：希望日の５日前（土・日・祝日、年末年始を除く）までに電話でお申し込みください。
　・予約受付時間…平日午前８時30分～午後５時15分
　・申込先…72－３１１１（内線１９0）

◆注意事項
　・従来どおり市役所の関係各課、各支所で手続きすることもできます。
　・お急ぎの方、予約のない方は、直接担当窓口での手続きとなります。
　・市役所以外の機関の手続きは行えません。
　・亡くなった方と申請者の関係によっては、手続きができない場合があります。
　・「おくやみ窓口」は手続きの多くを完了させることができますが、
　  状況によっては、一度の来庁では完了しない場合もありますので、予めご了承願います。

◆問：市民課市民窓口係（内線１３２）

大切な方を亡くしたご遺族の不安や負担を軽減するために

おくやみ窓口の利用方法（要予約）

おくやみ窓口を開設しました
事前
予約制
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プ
リ
ン
タ
ー
用
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
部

品
や
自
動
車
用
の
通
電
端
子
、
電
力
用

計
器
の
通
電
端
子
な
ど
の
プ
レ
ス
加
工

を
行
っ
て
い
る
遠
山
工
業
。
50
年
を
超
え

る
金
型
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
よ

り
、
簡
単
に
は
真
似
の
で
き
な
い
高
精
度

プ
レ
ス
部
品
の
大
量
生
産
を
実
現
。
ま

た
、
環
境
負
荷
物
質
や
管
理
対
象
化
学

物
質
等
の
使
用
を
低
減
（
廃
止
）
し
た

も
の
づ
く
り
を
推
進
し
、
独
自
の
プ
レ
ス

生
産
方
式
等
を
開
発
。
部
品
は
、
大
手

企
業
を
介
し
て
商
品
化
さ
れ
、
事
務
用
・

家
庭
用
複
合
機
、自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
等
、

世
界
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
独
自
技

術
の
開
発
や
人
材
育
成
、
そ
し
て
環
境

面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
な
ど
常
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
続
け
る
遠
山
工
業
の
こ
れ
か
ら

に
も
注
目
で
す
。

独
創
的
な
発
想
で

新
た
な
技
術
に
チ
ャレ
ン
ジ
!!

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

株式会社遠山工業
[ 本社 ] 岡田町 2072-3

《企業データ》
代表者：遠山一弘
資本金：2,000万円
TEL：33-7120

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　

   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業
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ゆめいろ保育園

と
っ
て
も
元
気
な

年
長
さ
ん
と
年
中
さ
ん
の

ス
マ
イ
ル
で
す
♪
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